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２次関数 ｙ＝２(χ－２) ＋３ のグラフは，2次関数ｙ＝２χ のグ問題番号 問い ２ ２

ラフをどのように平行移動したものか。

χ軸方向に２，ｙ軸方向に３だけ平行移動１０ 正解

誤 答 例 つ ま ず き 原 因 分析と解消

３３ページ１ グラフの平行移動について理解できていな無解答

【１０－１】い。

３４ページ２ χ軸方向に －２ 平行移動の様子を読み取るとき 符号 向き， （ ）

【１０－２】ｙ軸方向に ３ を間違えた。

だけ平行移動

３４ページ３ χ軸方向に ２ 平行移動の様子を読み取るとき 符号 向き， （ ）

【１０－２】ｙ軸方向に －３ を間違えた。

だけ平行移動

４ χ軸方向に －２ ３４ページ平行移動の様子を読み取るとき 符号 向き， （ ）

【１０－２】ｙ軸方向に －３ を間違えた。

問題文を読み間違えて，逆向きの平行移動とだけ平行移動

考えた。

５

正解の解説

ｙ＝２χ ･･･①２

ｙ＝２(χ－２) ･･･②２

ｙ＝２(χ－２) ＋３ ･･･③２

とすると，

①のグラフをχ軸方向に２だけ平行移動した

ものが②のグラフである。

また，②のグラフをｙ軸方向に３だけ平行

移動したものが③である。

したがって，③のグラフは①のグラフをχ軸

方向に２，ｙ軸方向に３だけ平行移動したもの

である。

アのグラフはイのグラフをどのように平行移動したものか。練習
２ ２(1) ア ｙ＝(χ－１) －６ イ ｙ＝χ

２ ２(2) ア ｙ＝－２(χ＋３) ＋１ イ ｙ＝－２χ
２ ２(3) ア ｙ＝３(χ＋２) －１ イ ｙ＝３χ

(1) χ軸方向に １，ｙ軸方向に－６ だけ平行移動解答

(2) χ軸方向に－３，ｙ軸方向に １ だけ平行移動

(3) χ軸方向に－２，ｙ軸方向に－１ だけ平行移動
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【１０－１】誤答例１のつまずきの分析
グラフの平行移動について理解できていないと考えられます。

つまずきの解消
○ 「図形を一定方向に一定の距離だけ動かす移動」を平行移動といいます。次の例１と

例２を通して平行移動について理解しましょう。

例１ まず，点の移動について確認します。図１を見てください。

次のように点の移動の向きと距離を読み取

ることができます。

・点Ａをχ軸方向に３だけ（ χ軸の正の方¤
向に３という意味です）移動すると点Ｂに

重なる。

また，点Ｂをｙ軸方向に２だけ移動すると

点Ｃに重なる。

したがって，点Ａをχ軸方向に３，ｙ軸方

向に２だけ移動すると点Ｃに重なる。

・点Ｄをχ軸方向に－３だけ（ χ軸の負の¤
方向に３という意味です）移動すると点Ｅ

に重なる。

また，点Ｅをｙ軸方向に－２だけ移動する

と点Ｆに重なる。 図１

したがって，点Ｄをχ軸方向に－３，ｙ軸

方向に－２だけ移動すると点Ｆに重なる。

例２ 図２では，四角形ＡＢＣＤをχ軸方向に４，

ＥＦＧＨｙ軸方向に１だけ平行移動すると,四角形

に重なります。

・各頂点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄがそれぞれ頂点Ｅ，Ｆ，

Ｇ，Ｈに重なります。また頂点以外の点につい

ては，例えば線分ＡＢ上の各点が線分ＥＦ上の

各点に移動します。

・この２つの四角形は形や大きさは同じで，位置

がずれているだけです。

○ ２次関数のグラフのかき方および平行移動について確認してみましょう。

→ 【８－１】(２５ページ)

ｙ＝２(χ－２) ＋３２

χ の係数の２はそのまま２

↑ ｙ軸方向へ３だけ平行移動

２ ２ｙ＝２χ → ｙ＝２(χ－２)

χ軸方向へ２だけ平行移動

○ ２次関数の平行移動については，次の（１ （２）ようにまとめることができます。）

１ ｙ＝ (χ－○) ＋△ は ｙ＝ χ を（ ） a a２ ２

χ軸方向に○，ｙ軸方向に△だけ平行移動したものである
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・符号について間違えやすいので次の例を通して正しく理解しておこう。

ア ｙ＝３(χ－２) ＋４ については ○＝２，△＝４ なので２

ｙ＝３χ をχ軸方向に２，ｙ軸方向に４だけ平行移動したものである。２

イ ｙ＝３(χ－２) －４ については ｙ＝３(χ－２) ＋(－４) と変形できるの２ ２

で，○＝２，△＝－４となるから，

ｙ＝３χ をχ軸方向に２，ｙ軸方向に－４だけ平行移動したものである。２

ウ ｙ＝３(χ＋２) －５ については ｙ＝３{χ－(－２)} ＋(－５) と変形でき２ ２

るので，○＝－２，△＝－５となるから，

ｙ＝３χ をχ軸方向に－２，ｙ軸方向に－５だけ平行移動したものである。２

２ χ の係数が等しい２つの放物線は平行移動して重ね合わせることができる（ ） ２

χ の係数が等しい２つの放物線２

ｙ＝ χ ＋ χ＋ ･･･②とa p q２

ｙ＝ χ ＋ χ＋ ･･･③は，a m n２

どちらも ｙ＝ (χ－○) ＋△の形に変形a ２

できますから，ｙ＝ χ ･･･①を平行移動a ２

したものです。

したがって，この２つは形や大きさが同じ

ですから，平行移動して重ね合わせること

ができます。

【１０－２】誤答例２,３,４のつまずきの分析
２次関数の式から平行移動の向きと距離を読み取るときに，符号（向き）を間違えたと

思われます。

つまずきの解消
○ 平行移動の符号（向き）について正しく理解しましょう。

上のまとめ「ｙ＝ (χ－○) ＋△ は ｙ＝ χ をχ軸方向に○，ｙ軸方向に△だa a２ ２

け平行移動したものである 」を適用するときは，まず，○の前の符号は－，△の前の。

符号は＋に変形してから，○と△に入る数字が何かを読み取りましょう。

例１

ｙ＝２(χ－２) ＋３ … このときは変形せず，そのまま読み取ります。２

○＝２，△＝３です。

例２

ｙ＝２(χ＋２) －３ … これは ｙ＝２{χ－(－２)} ＋(－３) と変形してから読み２ ２

取ります。○＝－２，△＝－３です。
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